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牧草と園芸　第５２巻第５号（２００４年）

１　はじめに

　当社では牧乾草に生ビール粕を加え乳酸発酵（サ

イレージ化）させたウェットタイプの混合飼料「Ｔ

Ｍウェット」の開発に着手し，平成４年の販売開始

から１０年以上が経過しています。

　販売当初は千葉研究農場の敷地内で製造し，京葉

地区及び岡山県北部を中心に展開していたものを岡

山（苫田郡鏡野町：平成８年４月稼動），栃木（那須

郡那須町：平成１１年１０月稼動），静岡（富士宮市：平

成１３年７月稼動）の各地に製造の拠点を構え，更に

外部への製造委託も含め月産２，０００ｔを超す規模の

事業にまで発展しました。また，食品製造副産物

（各地域で生産されるオカラサイレージやその他の

低利用飼料資源）を組み入れた製品や，配合飼料を

混合した「セミＴＭＲ」の製造・販売，更には配合

飼料と粗飼料をバランスよく混合し，概ねその製品

一本で搾乳牛の使用給与ができる“発酵ＴＭＲ”に

ついて，千葉，那須，富士の３拠点にて製造・販売

を展開しています。

　今回は千葉，富士においてはすでに主力製品であ

る，また那須においてはその製造数量を伸ばしてい

る“発酵ＴＭＲ”についてご紹介したいと思います。

２　“発酵ＴＭＲ”とは？

　当社では販売展開しているウェット飼料を大まか

に３つに分類しています。１つは一般に“（ＴＭ）

ウェット”と呼ぶ製品です。ウェットは飼料開発当

初からのコンセプトである「粗飼料」として給与す

る製品で，ビール粕を主体に牧乾草類，製造副産物，

ビートパルプやヘイキューブなどを混合・サイレー

ジ化しています。２つ目は，“セミＴＭＲ”と呼ばれ

る製品で，ビール粕などの食品副産物，牧乾草，そ

して配合飼料を混合し，サイレージ化したもので

す。概ね産乳に必要な量の配合飼料を製品中に組み

込んであり，実際の場面では乳量に応じた“セミＴ

ＭＲ”，そして手持ちの自給飼料，あるいは購入乾草

（高泌乳牛にはサプリメント）を給与します。安定

供給と省力化などの観点から，ウェット飼料が給与

メニューの中心に据えられる機会が多くなりつつあ

る中で，飼料メニューの中の“基礎飼料”的な役割

を担います。

　そして３つ目が“発酵ＴＭＲ”と呼ばれる製品で，

牛の栄養素要求量をほぼ満たす形で粗飼料，配合飼

料，その他副産物などを混合し，サイレージ化した

製品です。給餌は基本的に発酵ＴＭＲ一本で行うこ

とが可能であり，当社製品においては乳量３０�程度

に対応する栄養濃度に設定しています（低泌乳牛に

は別途粗飼料を給与し，栄養濃度を薄めるような処

置が必要な場合もあります）。

　“発酵ＴＭＲ”給与における最大のメリットは省力

的にＴＭＲを給与できることにあります。トランス

バックには設定された栄養濃度で適度に発酵したＴ

ＭＲが入っており，実際の給餌においてはバックよ

り抜き取ったＴＭＲをそのまま給与するだけです。

したがって新たなミキサーの購入など，設備に投資

する必要なくなります。

　フリーストール牛舎では不断給餌に，繋ぎの牛舎

でも乳量やボディコンディションに応じて１日１頭

当たりの給与量を調製するだけでよく，後は必要に

応じビタミン剤やサプリメント，場面によっては少

量の粗飼料を別途給与程度の作業で済むことになり

ます。また安定した品質の飼料の給与はルーメン発

酵の安定にもつながり，恒常性の維持に寄与しま

す。更には暑熱時における採食量の低下防止にもつ

ながり，年間を通して安定した乳生産が期待できま

す。

３　当社における“発酵ＴＭＲ”の給与成績

　当社千葉研究農場では，“発酵ＴＭＲ”の開発のた

め，平成１４年５月より平成１５年１２月にかけて“発酵

ＴＭＲ”を中心とした試験給与を行いました。試験

当社が展開するウェット飼料�
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飼料の内容は，ビールかす３０～

３５％，専用の乳配３０％前後，

スーダン乾草や小麦ストローな

どの牧乾草類が１０～１５％，ビー

トパルプ・オカラサイレージ各

１０％前後となっています。試験

経過の中で内容は都度変更し，

途中醤油粕約５％の添加などの

経緯を経て，最終的に表１に記

したような栄養成分，発酵品質

となっています。

　各牛への給与は泌乳前半の牛

に対しては試験飼料の飽食（１

日２回給与），後半の牛に対し

ては試験飼料の制限給与（２０㎏

前後）とオーツミックスキュー

ブ（オーツとアルファルファを

約７：３の割合で混合，キュー

ブ化したもの）の飽食としてい

ます。

　試験成績は，試験期間である

平成１４年５月～平成１５年１２月ま

でのデータに加え，比較として

試験飼料給与前の平成１３年１月

～平成１４年４月のデータを合わ

せて図１～図５に記しました。

図中の矢印は平成１４年５月の飼

料切替えを示しています。

　図１は平均ＤＩＭ（��������

����：分娩後日数）の推移を示

しています。平成１３年４月～５

月にかけて，及び平成１５年６月

～８月にかけて泌乳前半の牛が

多くなり，平均ＤＩＭは短縮傾

向にありました。対して平成１４

年５月～９月にかけては泌乳後

半の牛が多く，平均ＤＩＭも長期化する傾向で推移

しています。このような乳期構成での給与試験と

なっています。

　図２には乾物摂取量の推移を記しました。月ご

と，年ごとのばらつきは見られますが，試験飼料で

ある“発酵ＴＭＲ”を給与した平成１４年，１５年では

表１　当場での試験飼料の栄養成分，発酵品質（分析値：抜粋）

総酸酪酸プロピオン酸酢酸乳酸ｐＨＮＦＣＮＤＦＡＤＦＣＰ水分

３．８０．０５０．１１．０２．６４．２１９５０２６１９４６試験飼料

当社北海道研究農場（栄養成分），技術研究所（発酵品質）による分析値
分析サンプルはトランスバックに貯蔵後約４週間経過したもの
栄養成分は水分以外乾物中％　有機酸の生成量は原物中％
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　図１　平均ＤＩＭの推移
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　図２　乾物摂取量の推移
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　図３　乳量の推移
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７～８月の暑熱時においても大きな落ち込みは見ら

れず安定していました。泌乳量によっては試験飼料

の１日当たりの原物としての採食量が５０�をこえる

場合もあり，“発酵ＴＭＲ”の嗜好性のよさが伺える

結果となっています。

　図３に乳量の推移を記しました。平均ＤＩＭに見

られるように泌乳後半の牛が多

くなった平成１４年５月以降（試

験飼料への切替え時期，そして

暑熱時と重なってしまった）に

乳量の低下が見られましたが，

牛の分娩，乾乳などが重なり，

平均ＤＩＭが短縮された９月以

降は乳量の増加傾向が見られま

した。平成１５年には平均ＤＩＭ

が短めに推移している状況もあ

りますが，おおよそ日乳量３０�

を上回るような乳生産を続けま

した。

　図４には管理乳量（牛群構成

について，初産割合を全体の１

／３，ＤＩＭを１５０日，乳脂率を

３．５％に補正した１日１頭当た

りの平均乳量）の推移を示しま

したが，平成１３年と比較して

“発酵ＴＭＲ”を給与した平成

１４年，１５年で高めに推移してい

る傾向も見られます。

　図５には乳脂率，無脂固形の

推移を記しました。無脂固形に

ついては月ごと，年ごとの大き

な変動は見られませんでしたが，乳脂率について，

平成１５年の７月～９月を中心とする暑熱時に低めに

推移する傾向が見られました。この間，平均乳量は

暑熱時においても３３～３４�と高い乳量を維持してお

り，また図１に示したように分娩などが重なりＤＩ

Ｍが短めに推移しているように，泌乳前半の牛が多

表２　当社のウェット飼料ラインナップ（平成１６年７月現在）

栄養成分（注）（水分以外乾物中％）
内　　　　　　　　　　容主な販売先製　品　名工　　場

ＰＣａＮＤＦＡＤＦＴＤＮＣＰ水分

０．５０．８４０２１７２１７４２
ビールかす　配合飼料　ビートパルプ
小麦ストロー　スーダングラス　しょう油かす
オーツヘイ　アルファルファミール

千葉県
茨城県

千葉ＴＭＲ飼料

千研
ＴＭＲセンター

０．５０．７４４２５７０１５４１

ビールかす　配合飼料　小麦ストロー
ビートパルプ　きのこ菌床かす　とうふかす
チモシーストロー　しょう油かす　オーツヘイ
アルファルファ　りん酸カルシウム

神奈川県千研ＴＭＲ飼料

０．５０．９３９２０７３１７４２

配合飼料　ビールかす　ビートパルプ
とうふかす　小麦ストロー　スーダングラス
しょう油かす
（飼料添加物：脱脂粉乳・乳酸菌）

栃木県
群馬県
福島県

カスタムＴＭＲ
那須

ＴＭＲセンター

０．５０．７４３２４７１１６４２

配合飼料　ビールかす　トウフかす
きのこ菌床かす　小麦ストロー
ビートパルプ　チモシーストロー
しょう油かす　アルファルファヘイキューブ
りん酸カルシウム
（飼料添加物：脱脂粉乳・トレハロース
 　　　　　　　　　　　　 ・乳酸菌・繊維分解酵素）

静岡県富士ＴＭＲ飼料
富士

ＴＭＲセンター

注：栄養成分は日本標準飼料成分表に記載される数値からの計算値　　水分は原料の水分含量により若干変動する
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　図４　管理乳量の推移
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　図５　乳脂率，無脂固形の推移
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く，乳成分的には厳しい期間と重なっていたことも

あげられます。また，この間の試験飼料の粗飼料の

切断長が長めであり，ＴＭＲといえども選び食いが

行われていたこと，“発酵ＴＭＲ”の保存期間によっ

ては有機酸の生成が進み，給与量によっては少々大

目の酸を体内に取り込む結果となってしまったこと

などが考えられました。このような経験を糧に，混

合する粗飼料の切断長に関する検討，有機酸の発酵

制御に関する検討などを経て，現在の販売している

製品はこれらのノウハウを活かしたものとなってい

ます。

４　“発酵ＴＭＲ”の種類と栄養成分

　千葉，那須，富士の各ＴＭＲセンターで製造して

いる“発酵ＴＭＲ”の種類と表示票に記載されてい

る内容，栄養成分を表２に記しました。当場での試

験結果を活かし，また各工場で利用できる低利用副

産物などを組み込んだ特色のある製品となっていま

す。

　本製品はＴＭＲであり，飽食として給与する方法

が適しているとは思われますが，実際の給与におい

ては１バックが４００�ということもあり，１日に使

用するバックの本数と，使用頭数から“発酵ＴＭＲ”

の給与量が決まってくる場合が多くなっています。

概ね１頭当たり３０�前後の“発酵ＴＭＲ”の給与が

基本となりますが，不足する部分は別途乳配の給

与，自給飼料や購入粗飼料の併用などにより対応さ

れることが多いようです。

　実際に使用されている酪農家さんの多くは，牛の

健康の維持と採食量のアップに効果のある発酵飼料

に魅力を感じていただいている方々であり，また給

餌作業の省力化を考えている方，以前より自前のミ

キサーでＴＭＲを調製していたもののミキサーの更

新時期に際し，更新を見送り当社の“発酵ＴＭＲ”

を採択いただいた方，ＴＭＲ自体に興味があり，当社

製品を採択いただいた方など様々です。ただしこれ

らの方々に共通して言えることは，毎日の飼料調

製，給与に要する時間を短縮でき，毎日の作業に余

裕ができたことであり，またご利用いただいている

方々のほとんどが日乳量３０�以上，あるいは３０�に

手が届くような生産性の向上を実感しておられま

す。

　前述のように，混合する粗飼料の切断長に関する

検討や発酵制御に関する検討，あるいは新たな原料

の摸索など，“発酵ＴＭＲ”についてはまだまだ発展

途上にあるとは思います。しかし，多くの方々に

“発酵ＴＭＲ”に興味を持っていただき，ご利用い

ただきたいと願っております。また“発酵ＴＭＲ”

のご利用により作業性の向上を実感いただき，高泌

乳の実現の一助になれば幸いです。

　“発酵ＴＭＲ”に関しては，最寄りの当社営業所，

または当社千葉研究農場までお問い合わせ下さい。

写真２　ＴＢより出され、給与される前の千葉ＴＭＲ飼料

写真１　出荷前の千葉ＴＭＲ飼料（於：千研ＴＭＲセンター）

写真３　千葉ＴＭＲ飼料の給与風景


